


●広報うんぜん
平成18年９月2

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

回答者について

問 あなたの性別は？

　男性の回答率が51.9％、女
性が48.1％とほぼ同じような
比率となっています。

問 あなたの年齢は？

　年代別構成比は、
40歳以上の回答者が
全体の９割弱を占め
ており、 5 0歳代が
26.7％と最も多くな
っています。

問 あなたが現在お住まいの
地域は？

　国見の割合が22.5％と最も
多く、次いで、小浜、吾妻、
千々石、瑞穂、愛野、南串山
の順となっています。

　
雲
仙
市
で
は
、
「
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ま
の
意
向
を
把
握
し
、
市
民
の
声
を
反
映
し
た
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
５
月
に
「
雲
仙
市
総
合
計
画
の
策
定

に
向
け
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
市
内
全
世
帯
（
１
６
、
５
２
１
世
帯
）
を

対
象
と
し
、
18
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
記
入
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
１
２
、
４
３
０
世
帯
（
75
・
２
％
）
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※グラフ内のパーセンテージは、四捨五入などにより合計が100パーセントにならない場合があります。

あなたの声が
　　未来づくりの
　　　　　　第一歩

雲仙市総合計画の策定に向けたアンケート調査結果報告
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●広報うんぜん
平成18年９月3

行動圏域について

問 あなたとご家族の就業場所・通学先はどこですか？

　就業場所の行動圏域については、70.8％が雲仙市内で就
業しています。次いで、諫早市が11.2％となっていますが、
その他の地域も含めると、約30％が市外に流出しています。
　通学先をみると、72.6％が市内に通学していて、市外流
出が30％弱と、就業場所とほぼ同率となっています。こち
らも、市外では諫早市が最も多く、9.9％となっています。 

問 あなたの買い物、行楽などの主な行き先はどこですか？

　買い物（日用品、しゃれた物）、飲食、文化・スポーツ活動、コンサート等鑑賞、医療、行楽（自然、
歴史・文化）、旅行・観光の９項目にわたって流動状況を調査しました。
　日用品の買い物、文化・スポーツ活動、医療施設の利用や自然に親しむ行楽といったものについては、
雲仙市内が60％～80％台となっていますが、しゃれた物などの買い物や旅行・観光といったものについて
は、90％近くが市外に流出しています。

通学先

就業場所

（1）日用品の買物

（2）しゃれた物や高価な物の買物

（3）レストラン、食堂などでの食事

（4）文化活動やスポーツ活動

（5）コンサート等の文化鑑賞やスポーツ観戦

（6）医療施設の利用

（7）自然に親しむ近距離の行楽

（8）歴史や文化財に親しむ近距離の行楽

（9）宿泊を伴う旅行や観光

70.8 9.0 11.2 3.2 5.9

72.6 7.7 9.9 2.2 7.6

10.1 10.6 33.7 32.4 13.3

45.5 11.1 34.8 4.8 3.8

74.5 4.6 11.3 5.1 4.5

24.6 7.5 18.2 30.9 18.9

64.0 8.0 23.9
1.4
2.8

70.4 4.4 7.5 2.5 15.2

40.7 10.9 4.7 19.9 23.8

12.8

1.0 0.4 1.6

84.3

87.9 4.9 5.8

0.6
0.9

雲仙市 島原市・南島原市 諫早市 長崎市 その他 （％）

雲仙市総合計画の策定に向けたアンケート調査結果報告
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雲仙市の今後の取り組みについて

問 次の各分野について、これから取り組んでいく上で、あなたが重要（優先すべき）である
と思うものは何ですか【複数選択最大３つ】

Ａ．生活基盤・防災・環境について

Ｂ．保健・医療・福祉について

Ｃ．産業・雇用について

市道や農道など身近な生活道路の整備

防犯対策や交通安全対策の推進および消費者行政の充実

消防・救急や防災対策の強化・充実

路線バスや鉄道など公共交通機関の充実

ゴミの減量化やリサイクルの推進

公営住宅の整備・上下水道の整備など住環境の充実

自然環境の保全など環境保全活動の推進

公園整備など憩いと安らぎの場の整備

国道・県道など基幹道路網の整備

新エネルギーの導入等、地球環境保護の推進

情報通信基盤の整備・ＩＴ教育の充実など高度情報化の推進

選　択　肢 比　　　率

身近な医療・救急体制の充実と関係機関の連携の強化

健康づくり事業の充実や各種健康診査の充実

高齢者等への在宅・施設などの福祉・保健サービスの充実

高齢者の介護予防や社会参加の推進

母子（父子）家庭や低所得者世帯の相談・支援体制の充実

障害者（障害児）の自立支援や社会参加の推進

選　択　肢 比　　　率

企業誘致の推進による雇用機会の創出と若者の定住促進

〔雲仙ブランド〕の確立や地産地消等の推進

景観整備等による商店街の活性化や経営安定化対策の充実

地元農林水産物を活用した食品加工産業等の育成

環境保全型農業など特色ある産地づくりの推進

認定農業者など農業担い手の確保育成や集落営農の推進

ほ場整備や農林道整備などの農林業基盤整備の推進

たいらガネの放流やブリの養殖など栽培・養殖漁業の推進

漁港や漁場等の整備など水産業基盤整備の推進

経営基盤の安定対策などによる漁業担い手の確保育成

選　択　肢 比　　　率

36.8％

34.2％

30.8％

26.2％

24.7％

23.5％

21.4％

20.7％

20.2％

12.7％

8.9％

65.4％

49.9％

49.1％

35.2％

23.5％

17.0％

58.7％

37.6％

29.9％

28.3％

23.0％

19.5％

18.3％

8.0％

6.5％

5.4％

あなたの声が
　　未来づくりの
　　　　　　第一歩
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Ｄ．観光・交流について

Ｆ．市民参加・人権尊重・行財政運営等について

Ｅ．子育て・教育・歴史・文化について

関係機関や他市との連携の強化や広域観光ルートの開発

観光資源や観光交流基盤の整備・充実

農業体験や漁業体験等の体験型観光の促進

サッカーなどのスポーツやイベントの拡充による交流促進

バンフ市等との国際交流や姉妹都市等との国内交流の促進

選　択　肢 比　　　率

財源の有効活用と健全で計画性のある財政運営の推進

行政運営の効率化や情報公開の推進と住民サービスの向上

市民運動会等の開催やボランティア・コミュニティ活動の支援

人権尊重および男女共同参画の啓発・推進

政策形成等における市民参画機会の拡充

選　択　肢 比　　　率

保育サービスの充実など子育て支援事業の拡充と少子化対策

家庭や地域の教育力の向上と青少年の健全育成の推進

市民の年齢や適性に応じた生涯スポーツの推進

校舎等の学校教育施設や給食・図書・情報機器の整備・充実

特色ある学校教育の推進や教育相談体制の充実

芸術・文化の鑑賞機会の拡充や芸術・文化活動の振興

各種生涯学習の機会の提供や図書館等の拠点施設の整備

文化財等の保存や歴史・文化の保存・継承

外国語指導助手などによる外国語教育や国際理解教育の推進

選　択　肢 比　　　率

50.7％

46.3％

36.5％

26.1％

6.2％

68.4％

61.7％

34.6％

28.6％

17.7％

52.4％

44.6％

28.4％

24.6％

23.2％

19.5％

18.3％

18.2％

12.7％

雲仙市総合計画の策定に向けたアンケート調査結果報告
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雲仙市に対する期待や不満について

雲仙市のことについて

問 あなたが、合併後の雲仙市に期待するものは何ですか？【複数選択最大３つ】

問 あなたは雲仙市を住みよいと感じていますか？

公共料金など住民負担の低減と行政サービスの向上

職員数や議員数の削減などによる行政経費の削減や行財政運営の効率化

道路や公共施設の効果的な整備など、広域的視点でのまちづくりの実現

地域のイメージアップや存在感の向上による企業誘致、若者の定住促進

雲仙市が一体となった広域的で魅力あるイベントの開催

旧町の文化・スポーツ施設等の有効活用や相互利用

利用可能な窓口の増加による住民票発行等の窓口サービスの向上

財政規模の拡大により質の高い施設の整備や魅力的なプロジェクトの実施

行政からの情報公開

専門職員の確保・体制の充実など、多様で高度な行政システムの確立

地域資源の連携による観光・交流活動の活性化

その他

選　択　肢 比　　　率

55.6％

40.1％

28.9％

27.6％

21.1％

18.5％

16.4％

12.6％

11.2％

10.8％

10.2％

1.3％

問 雲仙市が合併してから、あなたはどのようなことに不満や不安を感じますか？
【複数選択最大３つ】

公共料金が高くなり、住民負担が重くなった

住民の意思が行政に反映されにくくなった

行政区域が広くなり、行き届いたサービスが受けられなくなった

合併後の役所（市役所および総合支所）が機能面で不便になった

特に感じない

一部の地域だけが発展し、その周辺部が取り残された

住民の連帯感が薄れ、地域のコミュニティ（地域社会意識）が崩壊している

旧町固有の歴史・文化・伝統が忘れ去られてしまう

旧町間の住民感情のわだかまりが生じている

その他

選　択　肢 比　　　率

39.5％

35.7％

32.4％

27.4％

22.0％

18.8％

12.8％

9.4％

3.8％

4.2％

住みよい

まあまあ住みよい

住みよいとはいえない

住みにくい

どちらともいえない

住みよい 
24.0％

まあまあ住みよい 
37.1％

住みよいとはいえない 
16.0％

住みにくい 
4.1％

どちらともいえない 
18.7％

住みよいと感じられる理由（上位４つ） 
・自然に恵まれている（70.4％）
・近所づきあいや人間関係が豊かである（36.9％）
・安心して生活することができる（36.3％）
・買い物など日常生活が便利である（26.3％）

住みにくいと感じられる理由（上位４つ） 
・交通の便が悪い（58.2％）
・買い物など日常生活が不便である（46.6％）
・趣味や娯楽の場が少ない（35.3％）
・まちに個性や特色がない（33.3％）

あなたの声が
　　未来づくりの
　　　　　　第一歩
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市政への関心について

市政に関する情報提供について

問 市政に関する情報を何によって知ること
が多いですか？【複数選択最大３つ】

問 あなたは市政にどの程度関心をお持ちですか？

広報「うんぜん」
議会だより
パンフレットやチラシ
新聞
テレビ・ケーブルテレビ
インターネット
ラジオ
その他

選　択　肢 比　　　率
90.9％

56.6％

25.4％

24.7％

23.3％

4.3％

2.3％

2.3％

問 今後、市からどのような種類の情報を提供
してほしいですか？【複数選択最大３つ】

市のサービスの内容・利用のしかた
防災や救急など非常時の情報
市の政策や事業などに関する情報
健康づくりや各種検診に関する情報
議会の活動に関する情報
公共施設やその利用方法の情報
市や地区の行事などの情報
子育てや介護に関する情報
観光やイベントの情報
周辺市町に関する情報
ゴミの減量化などの情報
生涯学習・スポーツなどの情報
教育・青少年健全育成に関する情報
地域の自然や歴史的名所などの情報
各種ボランティアに関する情報
その他

選　択　肢 比　　　率
47.1％

32.4％

26.8％

24.8％

22.6％

16.7％

16.0％

15.0％

14.9％

11.8％

10.9％

7.4％

6.3％

6.2％

3.6％

0.6％

関心がある

やや関心がある

あまり関心がない

関心がない

その他

わからない

関心がある 
29.7％

やや関心がある 
35.4％

あまり関心がない 
11.9％

関心がない 
4.2％

わからない 
18.5％

関心のある分野（複数回答） 
・住宅・道路・公園など生活基盤の整備（35.1％）
・防災・防犯・環境保全対策（28.6％）
・保健・医療・福祉の充実（55.6％）
・産業振興、雇用対策（36.4％）
・観光振興、内外の交流促進（11.6％）
・子育て支援の充実（19.0％）
・教育・歴史・文化・スポーツの振興（18.7％）
・市民参加の促進（6.4％）
・人権問題について（4.1％）
・行財政運営について（25.2％）
・その他（0.7％）

雲仙市総合計画の策定に向けたアンケート調査結果報告

その他 0.3％

問 あなたは市政に参加したいと思いますか？

自ら進んで参加したい

機会があれば参加したい

どちらかというと
参加したくない

特に参加する必要はない

わからない

自ら進んで
参加したい
4.7％

機会があれば
参加したい
42.2％

どちらかというと
参加したくない

10.6％

特に参加する
必要はない 
24.3％

わからない 
18.2％

参加しても良いと思う形態（複数回答） 
・アンケート調査など、あまり時間をとられず
　受身で参加できる場合（34.9％）
・あらかじめ決められたテーマで、
　討論や説明が行われる場合（18.1％）
・自分の関心がある課題が対象の場合（42.6％） 
・自分の身近な地域に関係がある場合（43.5％）
・さまざまな市の課題について説明や意見交換が
　行われ、継続的に参加できる場合（17.1％）
・その他（0.8％）

今回のアンケートでは、多くの市民の皆さんに
ご協力いただき、誠にありがとうございました。
【問い合わせ】
　　企画課　企画政策班
　　1　０９５７（３８）３１１１
　　電子メール　kikaku@city.unzen.nagasaki.jp

※詳細なアンケート調査結果については、市のホームページ〈http://www.city.unzen.nagasaki.jp〉に掲載しますので、ご覧ください。
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福　祉　課◎

市内福祉施設の利用料金 平成18年9月1日から利用料金が変更になります。

○吾妻老人憩の家利用料金

○千々石老人福祉センター橘荘利用料金

○小浜老人福祉センター

※１時間に満たない場合は、これを１時間として
計算します。

※１時間に満たない場合は、これを１時間として
計算します。

※１時間に満たない場合は、これを１時間として
計算します。

区 分 利用料金
冷暖房

利用料金

5 0 0 円

2 0 0 円

3 0 0 円

－

3 0 0 円

1 0 0 円

2 0 0 円

1 0 0 円

5 0 0 円

3 0 0 円

5 0 0 円

2 0 0 円

2 0 0 円

2 0 0 円

5 0 0 円

5 0 0 円

1 0 0 円

3 0 0 円

2 0 0 円

3 0 0 円

1 0 0 円

1 0 0 円

3 0 0 円

3 0 0 円

3 0 0 円

5 0 0 円

2 0 0 円

2 0 0 円

2 0 0 円

1 0 0 円

3 0 0 円

1 0 0 円

1 0 0 円

3 0 0 円

利用料金
冷暖房

利用料金

利用料金
冷暖房

利用料金

区 分

区 分

大広間　（１時間）

２階和室（１時間）

調理室　（１時間）

入浴料（１人１日につき）

２階娯楽室（１時間）

２階調理室（１時間）

２階集会室（１時間）

２階教養室（１時間）

３階休養室（１時間）

３階機能訓練室（１時間）

３階運動指導室（１時間）

３階研修室（１時間）

１階集会室（１時間）

１階会議室（１時間）

２階和室　（１時間）

機能回復室（１時間）

施

設

施

設

施

設

入館料（１人１日につき）
（部屋利用料金を納付する
団体は無料）

入館料（１人１回につき）
（部屋利用料金を納付する
団体は無料）

恩
給
欠
格
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
で
は
、
次
の
人
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者

の
人

○
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
人

※
す
で
に
請
求
さ
れ
た
人
は
、

再
度
請
求
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
請
求
書
類
は
、
福
祉
事
務
所

福
祉
課
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

1
0
1
2
0
―

2
3
4
―

9
3
3

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.heiw

a.go.jp



市からのお知らせ
問い合わせ
●福祉事務所　0957（36）2500
●市　役　所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111 ● 小浜総合支所 74－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111 ● 南串山総合支所 88－3111
● 愛野総合支所 36－2111 ● 雲仙出張所 73－3445
● 千々石総合支所 37－2001

●広報うんぜん
平成18年９月9

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
６

年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て

所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
５
年
生
及
び
６
年
生
が
い

る
保
護
者
の
人
は
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
所
得
制
限
で

受
給
さ
れ
な
か
っ
た
保
護
者
の
人

は
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。手

続
き
期
間
が
９
月
29
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
期
限
が
過

ぎ
ま
す
と
手
当
の
受
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
18
年
度
に
小
学
校
４
年
生
の
児

童
（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
が
い
る

保
護
者

こ
れ
ま
で
、
当
該
児
童
の
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の

人
は
、
特
段
の
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
18
年
度
に
小
学
校
５
年
生
ま
た

は
６
年
生
の
児
童
（
平
成
６
年

４
月
２
日
〜
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
が
い
る
保
護
者

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
保
護
者
の
人
は
「
認

定
請
求
」、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
た
保
護
者
の
人
は
「
額
改
定

認
定
請
求
」
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保

護
者

所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す

る
保
護
者
の
人
は
、「
認
定
請
求
」

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
期
間
…
９
月
29
日
（
金
）

ま
で

認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

●
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

し
・
印
鑑
・
振
込
み
を
希
望
す

る
通
帳

（
申
請
者
が
厚
生
年
金
等
加
入

者
の
場
合
）

●
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

（
雲
仙
市
に
17
年
１
月
２
日
以

降
転
入
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
児
童
家

庭
班

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・

２
・
３
級
）、
療
育
手
帳
（
A
１
・

A
２
・
B
１
）
を
お
持
ち
の
人
は
、

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で

病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
場
合
に
、

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
が
市
か

ら
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

お
持
ち
の
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
お
持

ち
の
人

（
老
人
保
健
法
適
用
者
を
除
く
）

●
療
育
手
帳
A
１
・
A
２
を
お
持

ち
の
人

●
療
育
手
帳
B
１
を
お
持
ち
の
人

（
老
人
保
健
法
適
用
者
を
除
く
）

受
付
期
間

●
９
月
15
日
〜
29
日

申
請
に
必
要
な
も
の

●
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

●
保
険
証

●
印
鑑

●
本
人
名
義
の
通
帳
ま
た
は
口
座

番
号
の
確
認
で
き
る
も
の

受
付
場
所

●
福
祉
事
務
所
福
祉
課
、
市
役
所

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課

※
更
新
手
続
き
を
と
ら
な
い
場

合
、
10
月
か
ら
福
祉
医
療
費
の

助
成
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
市
民
福

祉
班

福　祉　課◎

児童手当制度改正分の
届出はお済みでしょうか？

福　祉　課◎

福祉医療費受給者証
更新のお知らせ



国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
に

は
、
便
利
な
前
納
制
度
と
口
座
振

替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
前
納
制
度

来
年
３
月
ま
で
の
保
険
料
を
早

く
納
付
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
が

割
引
に
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が

な
く
、
ま
た
、
時
間
も
手
間
も
省

け
、
さ
ら
に
保
険
料
ま
で
安
く
な

る
便
利
な
制
度
で
す
。

い
く
ら
お
得
？

６
カ
月
前
納
の
保
険
料
額
は
、

８
２
４
８
０
円
で
、
６
カ
月
間
毎

月
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
る
と
、

６
８
０
円
も
お
得
で
す
。

前
納
の
手
続
き
は
？

前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
今
年

４
月
に
送
付
し
た
領
収
済
通
知
書

（
納
付
書
）
の
中
に
あ
る
「
下
期
」

で
、
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
31
日
ま
で
に
６
カ

月
前
納
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

割
引
額
は
異
な
り
ま
す
が
、
５
カ

月
前
納
や
４
カ
月
前
納
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。

納
付
書
の
発
行
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
制
度

口
座
振
替
は
納
め
忘
れ
が
な

く
、
手
数
料
も
か
か
ら
な
い
便
利

な
制
度
で
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
は
？

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
、
希
望
す
る
金
融
機

関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

前
納
は
、
さ
ら
に
お
得
！

口
座
振
替
を
利
用
し
た
と
き
の

６
カ
月
前
納
の
保
険
料
額
は
、
８

２
２
２
０
円
で
、
６
カ
月
間
毎
月

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
る
と
、
９

４
０
円
も
お
得
で
す
。

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
６
カ

月
前
納
の
手
続
き
は
、
口
座
振
替

の
登
録
が
９
月
中
に
社
会
保
険
事

務
所
で
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

1
0
9
5
7
（
25
）
1
6
6
1

●
保
険
年
金
課
　
国
保
年
金
班

平
成
18
年
度
の
「
地
域
づ
く
り

事
業
」
と
「
人
材
育
成
事
業
」
の

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

資
格

市
民
お
よ
び
団
体

●
市
民
…
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
お
よ
び
市
内
に
所
在
す
る
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

●
団
体
…
構
成
員
の
半
数
以
上
が

市
民
で
あ
り
、
政
治
や
宗
教
な

ど
を
目
的
と
し
な
い
５
人
以
上

の
団
体

対
象
事
業

●
地
域
づ
く
り
事
業

・
団
体
が
歴
史
や
文
化
、
自
然
な

ど
地
域
資
源
の
活
用
を
目
的
と

し
て
行
う
事
業

・
団
体
が
市
の
活
性
化
な
ど
を
目

的
と
し
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

（
市
が
共
催
ま
た
は
後
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
）

●
人
材
育
成
事
業

・
市
民
が
地
域
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
主
催
ま
た
は
参
加
す
る
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
地
域
間

交
流
事
業

・
市
民
ま
た
は
団
体
が
特
産
品
の

開
発
や
地
場
産
業
の
育
成
を
目

的
と
し
た
調
査
・
研
究
等
事
業

・
団
体
が
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
開
催
す
る
研
修
会
な
ど
（
市

が
共
催
・
後
援
す
る
研
修
会
な

ど
）

対
象
経
費

●
地
域
づ
く
り
事
業

・
調
査
や
研
究
、
視
察
や
交
流
な

ど
の
経
費

・
特
産
品
の
開
発
や
地
場
産
業
の

育
成
な
ど
の
経
費

・
地
域
づ
く
り
推
進
組
織
の
育
成

な
ど
の
経
費

・
地
域
づ
く
り
を
目
的
し
て
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
会
な
ど

の
経
費

・
そ
の
ほ
か
地
域
づ
く
り
事
業
の

経
費

●
人
材
育
成
事
業

・
研
修
や
視
察
、
交
流
な
ど
の
経

費
・
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
な
ど

の
経
費

・
そ
の
ほ
か
人
材
育
成
事
業
に
必

要
な
経
費

補
助
額

査
定
額
の
３
分
の
２
以
内

限
度
額

●
国
内
研
修
…
１
人
当
た
り
12
万

円
、
１
団
体
（
10
人
以
上
）
に

つ
き
１
２
０
万
円

●
国
外
研
修
…
１
人
当
た
り
20
万

円
、
１
団
体
（
10
人
以
上
）
に

つ
き
２
０
０
万
円

●
調
査
お
よ
び
研
究
な
ど
に
関
す

る
も
の
…
50
万
円

●
研
修
会
な
ど
の
開
催
…
20
万
円

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
…
原
則

１
０
０
万
円

募
集
期
間

９
月
１
日
〜
29
日

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
地
域
振
興
班

保険年金課◎

前納制度・口座振替制度を
ご利用ください

企　画　課◎

雲仙市地域づくり事業
2次募集

●広報うんぜん
平成18年９月10



市からのお知らせ
問い合わせ
●市役所　0957（38）3111
● 国見総合支所 78－2111
● 瑞穂総合支所 77－2111
● 愛野総合支所 36－2111
● 千々石総合支所 37－2001
● 小浜総合支所 74－2111
● 南串山総合支所 88－3111
● 雲仙出張所 73－3445

市
で
は
、
男
女
が
家
庭
や
職
場
、

地
域
社
会
に
お
い
て
、
平
等
な
立

場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
各
層
の
ご
意
見

を
参
考
に
す
る
た
め
、
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
を
設
置
し
、
そ
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
委
員
に
選
定
さ
れ
た
方

は
、
年
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る
懇

話
会
に
お
い
て
、
本
市
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の

意
見
を
と
り
ま
と
め
、
市
長
に
提

言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員

２
人

資
格

次
の
全
て
を
満
た
す
人

●
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住
所
を

有
し
て
い
る
人

●
本
市
の
職
員
、
市
議
会
議
員
で

な
い
人

●
主
に
平
日
昼
間
に
開
催
さ
れ
る

懇
話
会
に
出
席
で
き
る
人

任
期

10
月
〜
平
成
19
年
３
月

（
予
定
）

委
員
謝
礼

１
回
の
出
席
に
つ
き

７
０
０
０
円

応
募
方
法

企
画
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
管

理
課
に
あ
る
「
雲
仙
市
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
委
員
応
募
用
紙
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た

は
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

提
出
先

市
役
所
企
画
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
管
理
課

●
住
所
（
郵
送
の
場
合
）

〒
8
5
9
―
1
1
0
7

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

雲
仙
市
役
所
企
画
課

●
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
9
5
7
（
38
）
3
5
1
4

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.unzen.

nagasaki.jp

応
募
締
切

９
月
22
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

提
出
い
た
だ
い
た
書
類
に
よ
り

審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。
選
考
結

果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全
員
に

連
絡
し
ま
す
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課
　
企
画
政
策
班

市
で
は
、
住
民
自
治
を
基
本
と

し
た
「
情
報
公
開
と
市
民
総
参
加

で
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
市
の
将
来
を
考

え
る
際
に
、
課
題
を
発
見
し
、
論

議
す
る
た
め
の
材
料
な
ど
と
し
て

ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
18

年
度
予
算
説
明
書
「
知
っ
て
お
き

た
い
雲
仙
市
の
し
ご
と
」
を
作
成

し
ま
し
た
。

通
常
の
予
算
書
で
は
分
か
り
に

く
い
予
算
や
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
、
写
真
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
使
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
い

表
現
に
努
め
て
作
成
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
冊
子
は
８
月
か
ら

自
治
会
を
経
由
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。
万
が
一

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

市
役
所
財
政
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
管
理
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
各
窓
口
へ
お
越
し
下
さ
い
。

ま
た
、
市
外
の
方
で
、
こ
の
冊
子

を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の

と
お
り
有
料
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
金

１
冊
３
４
０
円
（
送
料
込

み
）

申
込
方
法

購
読
希
望
者
の
送
付
先
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
代
金
を

「
普
通
小
為
替
」
ま
た
は
「
現
金
書

留
」
で
、
お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
本

庁
財
政
課
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
財
政
課
　
財
政
班

企　画　課◎

雲仙市男女共同参画
懇話会委員募集

財　政　課◎

「知っておきたい
雲仙市のしごと」刊行

●広報うんぜん
平成18年９月11



●広報うんぜん
平成18年９月12

◆
所
得
区
分
の
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
な
ど
は
「
所
得
区

分
」
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
所
得
区
分
は

次
の
①
〜
④
の
４
つ
で
、
そ
の
判
定
基
準
が

８
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

①
現
役
並
所
得
者
（
一
定
以
上
所
得
者
）

70
歳
以
上
（
老
人
保
健
で
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
人
の
う

ち
、
一
定
の
所
得
（
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
）
以
上
の
人
が
同
じ
世
帯
に
い
る
人
。

た
だ
し
、
同
じ
世
帯
の
高
齢
者
の
収
入

合
計
が
定
め
ら
れ
た
額
に
満
た
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
「
④
一
般
」
の
区
分
と

な
り
ま
す
。

※
定
め
ら
れ
た
収
入
額
と
は
、
高
齢
者
一
人

世
帯
で
３
８
３
万
円
未
満
、
二
人
以
上
世

帯
で
５
２
０
万
円
未
満
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
一
人
世
帯
で
３
８
３
万

円
以
上
４
８
４
万
円
未
満
、
二
人
以
上
世

帯
で
５
２
０
万
円
以
上
６
２
１
万
円
未
満

の
場
合
、
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
の

み
「
④
一
般
」
の
区
分
を
適
用
し
ま
す
。

（
経
過
措
置
）

②
区
分
Ⅰ
（
低
所
得
者
Ⅰ
）

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

そ
の
世
帯
員
の
各
所
得
が
必
要
経
費
を
差
し

引
い
た
と
き
に
０
円
と
な
る
人
。

た
だ
し
、
年
金
所
得
の
控
除
額
は
80
万
円

と
し
て
計
算
し
ま
す
。

③
区
分
Ⅱ
（
低
所
得
者
Ⅱ
）

高
齢
者
本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
人
。

●
同
じ
世
帯
の
人
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
こ
と

●
同
じ
世
帯
の
人
の
う
ち
、
住
民
税
を
課
税

さ
れ
て
い
る
人
が
平
成
17
年
１
月
１
日
現

在
65
歳
以
上
で
、
所
得
額
１
２
５
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

④
一
般

所
得
区
分
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
に
も
あ
て

は
ま
ら
な
い
人

◆
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま

し
た

８
月
の
被
保
険
者
証
の
更
新
に
と
も
な

い
、
老
人
医
療
受
給
者
を
除
く
70
歳
以
上
の

方
が
お
持
ち
の
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
被
保

険
者
証
と
一
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
老
人
医
療
受
給
者
の
方
は
、
引
き
続
き
被

保
険
者
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。

〈表１〉  ８月以降の高齢者の医療費自己負担額など

８月から９月まで

【　】は年4回以上、高額療養費（高額医療費）を受けた場合の4回目以降の自己負担限度額

窓口
負担 外来（個

人ごと）

１カ月の自己負担限度額
所得区分

現役並み所得者

現役並み所得者
（経過措置）

一般

区分Ⅱ

区分Ⅰ

72,300円＋（医療費
－361,500円×1％）
【40,200円】

40,200円

40,200円

24,600円

15,000円

40,200円

12,000円

12,000円

8,000円

8,000円

2割

2割

1割

1割

1割

10月以降

窓口
負担 外来（個

人ごと）

１カ月の自己負担限度額

（予定）

80,100円＋（医療費
－267,000円×1％）
【44,400円】

44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

12,000円

12,000円

8,000円

8,000円

3割

3割

1割

1割

1割
住民税
非課税

高
齢
者
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。

医
療
費
の
抑
制
や
給
付
と
負
担
の
公
平
化
を
図
る
医
療
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
高
齢
者
の
医
療
費

の
自
己
負
担
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

70
歳
以
上
（
老
人
保
健
で
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
人
の
う
ち
、
現
役
並
み
所
得
者

の
自
己
負
担
割
合
が
現
役
世
代
と
同
じ
３
割
に
な
る
な
ど
、
段
階
的
に
保
険
給
付
な
ど
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
参
照
）

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課

平成
18年

8月か
ら

被保険者証

被保険者証
（兼高齢受給者証）老人医療受給者証

高齢受給者証

※



●広報うんぜん
平成18年９月13

あなたの献血が患者さんの生命
を助けます。
愛の献血に、ぜひご協力ください。

〈小浜町〉
●実施日　９月14日（木）
●場所・時間
・雲仙警察署 午前９時～11時
・小浜総合支所 
　　　　　午後０時30分～４時

愛Qの献血

●問い合わせ●

・長崎県赤十字血液センター

　1095（843）3331

・市役所健康づくり課

9月の健診（検診）予定カレンダー

健診名 実施日 会　場受付
時間

対象
者

基本健康診査

大腸がん検診

前立腺がん検診

胸部レントゲン

５日（火）・６日（水）

７日（木）・８日（金）

13日（水）

11日（月）・12日（火）

20日（水）・21日（木）

14日（木）・15日（金）

22日（金）・27日（水）

28日（木）・29日（金）

１日（金）・４日（月）

７日（木）・８日（金）

14日（木）

21日（木）・22日（金）

（吾妻町）ふるさと会館

（国見町）神代研修センター

吾妻保健センター

（国見町）

農村環境改善センター

（吾妻町）ふるさと会館

瑞穂町公民館

胃がん検診

40
歳
以
上
の
市
民

午
後
1
時
〜
2
時
30
分

午
前
9
時

　
　
〜
11
時

40
歳
以
上

　
　
の
市
民

９月24日～30日は「結核予防週間」です

結核を昔の病気だと思っていませんか？
　結核は、依然として主要な感染症であり、日本は世界の中でも、
罹患率（※）が高い国の１つです。
　平成16年には、国内で約３万人の結核患者が発生しており、約
2300人が亡くなっています。また、長崎県では約400人の患者が
発生し、その約７割が60歳以上の人となっています。私たちの住
む雲仙市では、国や県と比べても罹患率が高く（下表参照）、こ
こ数年でも新登録患者数は横ばい状態です。
　結核は、早期発見が適切な治療につながります。市や職場など
で行われる健康診断は必ず受けましょう。特に小さな子どもが結
核にかかると重症になりやすく、生命にもかかわります。発病や
重症化を防ぐため、生後６カ月までにBCG接種を受けましょう。

結核とは？

　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症
を起こす病気です。結核菌は、重症の結核
患者が咳やくしゃみをしたときに飛び散り、
それを周りの人が直接吸い込むことによっ
て感染します。
　結核の初期症状は、風邪の症状によく似
ており、主に咳・痰・発熱・倦怠感・胸痛
などです。このような症状が２週間以上続
くときは結核かもしれません。必ず医療機
関で診察を受けてください。

●全国および長崎県、雲仙市の結核患者罹患率

※罹患率とは、人口10万人に対する新登録患者数（人）です

全　国

長崎県

雲仙市

39,384

510

20

31.0

33.6

38.3

区分 新登録
患者数 罹患率

平成12年

35,489

497

27

27.9

32.9

52.1

新登録
患者数 罹患率

平成13年

32,828

431

22

25.8

28.6

42.4

新登録
患者数 罹患率

平成14年

31,638

449

26

24.8

29.9

50.9

新登録
患者数 罹患率

平成15年

29,736

365

22

23.3

24.4

43.4

新登録
患者数 罹患率

平成16年

健康のページ　問○健康づくり課　10957－38－3111

健　診 献　血 その他



　赤ちゃんの言
葉と心を育むた

めには、スキン
シップとアイコ

ンタクト、そして
、優しい語りかけ

が必要です。

　ブックスター
トは、肌のぬく

もりを感じなが
ら言葉と心を通

わす、そのかけ
がえのないひと

ときを「絵本」
を介して持つこ

とを応援する運動
です。

　市では、４月以降に生まれた赤ちゃんと保護者の方に絵本
とメッセージを手渡す「ブックスタート事業」を地域ボラン
ティアのみなさんと協力して行っています。
　絵本をとおして親子の心のふれあいを深めていくことを支
援しようと、保健センターなどで行われる赤ちゃん健康相談
時に絵本が入った「ブックスタートパック」を直接手渡します。
　抱っこのあたたかさの中で、赤ちゃんに語りかける「愛情」―。
　赤ちゃんとその成長に関わるすべての人が、互いに心を通
い合わせ、幸せを感じられるきっかけをつくりたいと思います。

　雲仙市図書館（国見町）は、利用
者カードがあれば、赤ちゃんからお
年寄りまで無料で利用できます。
　図書館で申込用紙を記入するだけ
で簡単に作れ、赤ちゃんの名前でも
登録できます。
　字の読めない赤ちゃんでも、絵本
を読みながら優しく語りかけることで、
愛されている喜びを感じます。
　図書館には、赤ちゃんとともに絵
本を楽しめるキッズスペースもあり
ますので、ぜひご利用ください。
　なお、カード登録の申込用紙は図
書館にありますので、保護者の方で
登録を行ってください。
＊問い合わせは、雲仙市図書館　
　10957（78）3977まで

生まれて初めて手にする絵本。愛情あふれる楽しい絵本のひとときが始まります

初めて行われたブ
ックスタート事業で

、鈴山教育長

から絵本が手渡さ
れました（８月８日、

国見町）

＊
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
0
9
5
7
―

3
7
―

3
1
1
3
）
ま
で

雲仙市図書館からのお知らせ

登録簡単！

絵本いっぱいのキッズスペース

15人の中学生弁士が観客を魅了、４人が受賞
第１回雲仙市中学生弁論大会

第１回雲仙市中学生弁論大会が７月26日に吾妻町で開催され、
中学生弁士がそれぞれの思いを熱弁しました。この大会は、７月
の「社会を明るくする運動」月間にあわせて、島原地区保護司会
雲仙分区（秋泉徹翁分区長）の保護司が中心となって開催。市内
の９中学校から15人が出場しました。

“「私には（あなたが）大切な人だよ」。そんな自分のたった一
言で友人の心が救えた…。”

「言葉の力」について熱く語る中学生に、観客からは「身近な
中学生がこんな立派に堂々と自分の意見を発表する姿に感動した」
との声が多く聞かれ、大きな拍手が送られました。
なお、大会の結果は次のとおりです。（敬称略）●最優秀賞（市

長賞）…島田紗代子「言葉の力」（愛野中）●優秀賞（市議会長賞）
…平山拓未「生きていることと自分」（小浜中）●優秀賞（教育長賞）…田中瑠唯「心を育
てる」（小浜中）●特別賞（島原地区保護司会長賞）…佐藤香織「私がいる理由」（愛野中）

発表した15人（受賞者下段
左から佐藤さん、平山さん、
島田さん、田中さん）

●広報うんぜん
平成18年９月14



●広報うんぜん
平成18年９月15

吹原さんがブロッコリーで農林水産大臣賞受賞
第55回全国農業コンクール

愛媛県松山市で７月20日に開催された「第55回全国農業コンク
ール」の園芸部門に出場した吹原繁男さん（吾妻町）が、見事、
農林水産大臣賞の名誉賞に輝きました。
吹原さんは、昭和46年からブロッコリーを栽培。台風など天候

に左右されない栽培方法の構築や箱詰め方式の出荷方法の改善な
どで規模拡大を可能にし、県内最大のブロッコリー産地である吾
妻町で、トップリーダーとして生産を続けられています。
現在は、妻のちあきさんと息子さんの３人で９ヘクタールを露

地栽培。昨年、家族経営協定を結び、協力しながら理想的な家族
経営を行われています。独自の肥料の開発や緑肥の導入など、土
づくりにも力を注がれている吹原さんは、「コンクールの大半が
法人という経営が桁違いの中で、思いがけない受賞。これからも
高品質の作物を消費者に届けられるよう、これを励みに個人経営
で10ヘクタールを目指したい」と、受賞の喜びを語られました。

「交通安全は家庭から」を合い言葉に
雲仙市交通安全母の会連絡協議会設立

雲仙市から悲惨な交通事故を無くそうと、雲仙市交通安全母の会連絡協議
会が設立され、その設立総会が７月12日に吾妻町で開催されました。総会に
は各地域の代表者が集まり、現在７町ごとにある母の会の連携を強化し、こ
れまで以上に交通安全活動を一層充実していくことを確認。「交通安全は家
庭から」のスローガンのもと、
家庭や地域でのさらなる活躍が
期待されます。
なお、総会で決定した役員は

次のとおりです。（敬称略）
●会長　三宅淳子（南串山町）
●副会長　松田ゆみ子（瑞穂
町）、木嵜智子（千々石町）●
理事　田中恭子（愛野町）、堀

田摂子（国見町）●監事　原田照子（吾妻町）、松尾ルミ（小浜町）
また、今回会長に就任した三宅さんと三宅さんが会長を務める南串山町

の母の会は、日ごろの地道な交通安全活動が認められ、６月21日に長崎県
交通安全母の会連合会の倉光順子会長から表彰状を授与されました。

４組が島原地域農業振興協議会長賞受賞
島原農業活性化研究大会

農家や関係機関、生産者が意見交換し、島原半島の農業の活性化を図る
「島原地域農業活性化研究大会」が、８月８日に吾妻町ふるさと会館で開催
され、島原半島内の農家や関係機関など約380人が参加しました。
この大会は、島原地域農業振興協議会と島原農業改良普及センターが主

催し、毎年開催。「連携しよう！消費者と生産者」をテーマに、農業ジャー
ナリストの榊田みどりさんの基調講演や農林水産大臣賞を受賞した吹原さ
んの事例発表、農家・消費者が加わるパネルディスカッションなどが行わ
れ、活発な意見交換が行われました。
また、先進的経営や地域活性化に取り組む人に贈られる「島原地域農業

振興協議会長賞」の表彰式も行われ、雲仙市から次の４組が表彰されまし
た。（敬称略）●花（バラ）…立石俊一・尚子夫妻（国見町） ●畜産（養
豚）…柿田元幸・秋子夫妻（吾妻町） ●畜産（養鶏）…落水正商店代表、
落水日朗（愛野町） ●特産（茶）…長田郁夫・京子夫妻（瑞穂町）

８月１日にご夫婦で市長に受賞報告を行われました

下段左から２・３番目が立石夫妻、４番目が
柿田さん、５番目が落水さん、上段右から
２・３番目が長田夫妻

一体となって、「交通事故ゼロの市」を
目指します

表彰を受けた南串山町の母の会と会長の三宅
さん（写真左）
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市民のスポーツの祭典、雲仙市民スポーツ大会の
総合開会式が、７月29日に吾妻町で行われました。
この大会は、市民の親睦・融和、連帯意識の高揚

を図ることを目的に市体育協会が主催し、７月29日
の山岳を皮切りに、市内の各会場で９月６日まで開
催されています。
開会式では、各競技の代表者などが出席し、21競

技団体を代表して、雲仙市陸上競技協会の植田太選
手が、力強く選手宣誓を行いました。
また、平成18年度雲仙市体育協会の表彰式も併せ

て行われ、社会体育功労者４人、スポーツ特別功労
者１人、スポーツ優秀選手22人、スポーツ優秀団体
５団体が表彰を受けました。なお、受賞者（団体）
は左表のとおりです。

浦岡クラブ九州大会へ

長崎県中学校総合体育大会
５団体と10人が九州大会出場

７月１日・２日に諫早・大村市で開催さ
れた「サントリーカップ第26回全日本バレ
ーボール小学生大会長崎県大会」に、南串
山町の浦岡クラブが出場し、見事３位で九
州大会への出場権を獲得しました。
浦岡クラブは、８月18日から20日まで長

崎市内で行われる「第21回全九州小学生バ
レーボール男女優勝大会」へ出場しました。

↑７月26日に市長へ九州大会出場を報告しました

長崎県中学校総合体育大会が、７月29日から３日間開催され、県内
各地で夏の暑さに負けないくらいの熱戦が繰り広げられました。
市内からは、市の大会を勝ち抜いた団体・個人合わせて男子187人、

女子133人の計320人の選手が出場し、好成績を収めた５団体と個人10
人が、九州大会へのキップを見事手にしました。なお、出場する団
体・個人とその成績は次のとおりです。
●団体
〈優　勝〉 ・小浜中バスケットボール部男子　・小浜中卓球部男子
〈準優勝〉 ・国見中サッカー部　・千々石中野球部
〈県推薦〉 ・国見中ソフトボール部
●個人
〈１　位〉 ・村里　瑞穂（国見中）／陸上女子低学年80mH

・井上　翔太（千々石中）／陸上男子共通400m
・関　愛里咲（小浜中）／陸上女子2年100m・共通200m

〈２　位〉 ・松田　美海（吾妻中）／陸上女子1年100m
・笹田　幸秀（小浜中）／卓球男子シングルス
・松下　祐輔（北串中）／陸上男子3年100m
・酒井　翔平（国見中）／柔道男90kg超級
・坂本　侑花、島田　華衣（国見中）／ソフトテニス女子ペア

〈３　位〉 ・本田　翔太（小浜中）／バドミントン男子シングルス

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開
会
式

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
総
合
開
会
式

SPORTS

↓小浜中バスケットボール部男子 ↓小浜中卓球部男子
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▲スポーツイベント会場
　吾妻中学校グラウンド、吾妻体育館アリーナ
▲健康づくりイベント会場
　吾妻体育館　卓球場・トレーニング室・剣道場
▲ふれあい広場会場
　吾妻体育館駐車場、中央通り公園広場（吾妻体育館前）

市民総参加の総合運動会「雲仙市民ふれあいスポーツフェスタ」が開催されます。
当日は、スポーツイベントのほか、市民の健康づくりをサポートするコーナーや各種

体験コーナー、コンサートや市内の特産品が手に入る物産コーナーなど、盛りだくさん
のイベントが企画されています。子どもからお年寄りまで、秋のイベントを満喫してく
ださい。
なお、当日は、吾妻町を除く各町の集合予定場所から、無料の送迎バスを準備します。
イベントの詳しい内容や会場案内、バスの時間などは、後日全世帯に配布するチラシ

でお知らせしますので、そちらをご覧ください。
また、スポーツイベントなどについては、自治会などを通じて参加者を募集します。

ぜひご参加ください。

★詳しくは、実行委員会事務局（教育委員会スポーツ振興課）
10957-37-3113までお問い合わせください。

合　　　併
一周年記念

雲
仙
市
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ



「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
っ
て
な

に
？

　
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
と
は
、

合
併
前
の
小
浜
町
が
国
の
指
定
を

受
け
、
平
成
15
年
度
か
ら
３
年
間

実
施
し
て
き
た
「
国
保
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
」
を
引
き
継
い

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
備
軍
の
人
を
対
象
に
、
健
康
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
運
動
・
栄
養
・

保
健
指
導
）
を
開
発
し
、
そ
の
分

析
・
評
価
を
通
し
て
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
重
点
を
置
い
た
住
民
の

健
康
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
小
浜
町
で
は
、
期
間
中
に
１
０

９
人
が
参
加
さ
れ
ほ
と
ん
ど
の
人

が
減
量
や
高
脂
血
症
の
改
善
に
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

小
浜
町
で
の
実
施
状
況

◆
「
軽
が
る
教
室
」
「
血
液
さ
ら

　
さ
ら
教
室
」
の
名
称
で
実
施

　
小
浜
町
で
は
、
対
象
と
す
る
生

活
習
慣
病
に
「
肥
満
症
」
と
「
高

脂
血
症
」
を
選
定
し
、
肥
満
症
の

グ
ル
ー
プ
は
、
心
も
か
ら
だ
も
軽

く
を
目
指
し
て
「
軽
が
る
教
室
」
、

高
脂
血
症
の
グ
ル
ー
プ
は
、
血
液

が
さ
ら
さ
ら
に
な
る
よ
う
に
「
血

液
さ
ら
さ
ら
教
室
」
と
名
づ
け
ま

し
た
。

　
肥
満
症
や
高
脂
血
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
、
特
に
自
覚
症
状
は

な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を
放
置
す

る
と
、
高
血
圧
症
や
心
臓
病
な
ど

の
重
症
の
生
活
習
慣
病
に
な
っ
た

り
、
腰
痛
や
ひ
ざ
関
節
症
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
多
く
の
生
活
習
慣
病
の
原
因
は
、

食
べ
す
ぎ
・
飲
み
す
ぎ
・
運
動
不

足
な
ど
の
生
活
習
慣
に
起
因
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
教
室
で
は
、
ま
ず
自

分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
さ
ら
に

医
師
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
な
ぜ
自
分
が
そ
の
よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を

見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
強
化
実
施
期
間
（
週
２

回
実
施
で
３
カ
月
間
）
に
一
人
ひ

と
り
体
力
や
健
康
診
査
の
結
果
に

合
わ
せ
て
、
食
事
や
運
動
の
仕
方

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
そ
の
後
、

自
分
に
合
っ
た
食
事
や
運
動
を
実

行
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
努
力

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆
健
康
状
態
に
注
意
し
な
が
ら「
食

事
」と「
運
動
」の
両
面
か
ら
支
援

　
食
事
だ
け
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
、

体
脂
肪
と
と
も
に
大
切
な
筋
肉
ま

で
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
基
礎
代
謝
が
低
下
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
燃
や
し
に
く
い
体
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動

だ
け
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
限
ら
れ
て
い
て
、
体

脂
肪
を
減
ら
す
の
は
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
、
生
活
習
慣
病
予
備
軍

の
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、
保

健
師
が
健
康
管
理
を
行
い
な
が
ら
、

「
食
事
」
と
「
運
動
」
の
両
面
を

集
中
的
に
改
善
・
実
施
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

【
食
事
】

　
個
人
の
肥
満
度
や
日
常
生
活
の

活
動
量
に
合
わ
せ
て
一
人
ひ
と
り

の
指
示
カ
ロ
リ
ー
（
１
日
に
必
要

な
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
）
を
算
出

し
ま
す
。
そ
の
指
示
カ
ロ
リ
ー
を

基
本
に
、
栄
養
士
が
食
事
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

【
運
動
】

　
長
崎
大
学
の
先
生
を
中
心
と
し

た
運
動
指
導
士
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
水
中
運
動
な
ど
の
有
酸
素
運

動
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
筋
力
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
効
果
的
な
運
動

を
指
導
し
ま
し
た
。

雲
仙
市
で
の
取
り
組
み

　
小
浜
町
で
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
全
国
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
で
も
優
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
効
果
・
継
続
性
・
波
及
性
・

経
済
性
）
で
あ
る
と
の
評
価
を
受

け
、
各
地
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
仙
市
で
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
、
今
年
か
ら
５
年
間
「
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
教
室
」
と
し
て
、
毎
年

２
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

　
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

栄養士による食事指導

運動指導士による指導

保
険
年
金
課

健
康
づ
く
り
課

〜
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
〜
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「
軽
が
る
教
室
」

【
体
重
】 

　
健
康
的
に
減
量
に
成
功
！

　
強
化
実
施
期
間
の
３
カ
月
間
に
、

最
高
で
約
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
平
均

で
約
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
減
量
。
ま

た
、
そ
の
後
の
経
過
を
み
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
人
に
リ
バ
ウ
ン
ド
が

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
体
脂
肪
】

　
全
員
が
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
高
で
約
10
ポ

イ
ン
ト
、
平
均
で
約
３
・
５
ポ
イ

ン
ト
の
減
少
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
人
に
リ
バ
ウ
ン
ド
が
み

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
内
臓
脂
肪
面
積
】

　
脂
肪
の
つ
き
方
に
よ
っ
て
、
肥

満
は
分
類
さ
れ
ま
す
。
内
臓
脂
肪

型
肥
満
（
内
臓
脂
肪
の
多
い
人
）

は
、
生
活
習
慣
病
が
発
症
し
や
す

く
、
内
臓
脂
肪
面
積
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
、
生
活
習
慣
病
に
も

か
か
り
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
減
量
す
る
に
つ
れ
て
、

内
臓
脂
肪
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
血
液
さ
ら
さ
ら
教
室
」

【
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
】

　
血
液
検
査
の
結
果
、
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
減
少
し

ま
し
た
。
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１１月から実施する「ヘルスアップ教室」吾妻会場の教室生を募集します。
「どうしたら、肥満を解消できるのだろう？」「どうしたら、高脂血症を改善でき
るのだろう？」「いろいろチャレンジしてもなかなか長続きしないし・・・」
このようなことでお悩みの人は、ふるってご参加ください。

◆対象者　　　40歳から64歳の市民で、以下の条件にひとつでも当てはまる人
　　　　　　　・ＢＭＩ指数が25以上の人（ＢＭＩ指数＝体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)）
　　　　　　　・中性脂肪が150～299㎎/dlの人（高脂血症傾向の人）
　　　　　　　・空腹時血糖が110～129㎎/dlの人（糖尿病の傾向がある人）
　　　　　　　　ただし、治療中または治療の必要な生活習慣病がない人
◆実施時期　　平成18年11月～平成19年１月…週２回（水・金）13：30～15：30
　　　　　　　平成19年２月…週１回（金）13：30～15：30
◆実施場所　　吾妻保健センター
◆申込期限　　平成18年９月29日（金）
◆申込先　　　保険年金課　国保年金班または各総合支所　市民生活課

◆問い合わせ　保険年金課　国保年金班
　　　　　　　健康づくり課　健康づくり班

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
の
効
果
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●広報うんぜん
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７月下旬の大雨による被害状況と海岸に漂着
した流木の状況を確認するため、市長と吉田助
役（雲仙市海岸漂着流木等対策本部長）が、７
月25日に市内16カ所を視察しました。
国見町を皮切りに瑞穂、吾妻、愛野、千々石、
小浜、南串山町とまわり、河川や崖崩れ、道路、
海岸、漁港などを調査。被害については、早急
に土砂の撤去や道路の補修などを行い、市民の
皆さまの生活環境の復旧に努めています。また、
漂着した流木については、７月28日に雲仙市海
岸漂着流木等問題対策本部において、その撤
去・処理作業に関する方針を決定し、これに基
づいた対策を進めています。

↓南串山町の京泊漁港に集められた流木

自然の猛威に緊急対策！
集中豪雨・流木漂着　現地視察

↓南串山町では、ジャガイモを配布し安全運転を呼びかけました

７月10日から19日まで行われた夏の交通安全県民
運動に伴い、期間中、各町の交通安全母の会による
「さわやか作戦」や「高齢者宅訪問活動」が市内各
地で行われました。さわやか作戦では、ドライバー
に安全運転を呼びかけ、各町の主要道路で冷たいお
しぼりやその町の特産物などを配布。
今後は、雲仙市交通安全母の会連絡協議会として、
市内の一人暮らしの高齢者宅などを約350世帯訪問
し、交通安全を呼びかける事業が予定されており、
交通安全を願うママたちのさらなる活躍が期待され
ます。

交通安全をさわやかに呼びかけ
夏の交通安全県民運動に伴う母の会活動

↓吾妻町の中阿母地区では、民家近くの山が崩れ、
雨で押し流された土砂が民家に流入
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↓ボールを使って、リズムに乗って、楽しく運動♪

生活習慣病の予防と市民の親睦を目的とした「シェイプアップスク
ール」が７月25日に吾妻体育館で行われ、市内外から約40人が参加し
ました。このスクールは、今年４月から毎週火曜日に開催されており、
エアロビクスや筋力トレーニングを展開しています。参加者は、「ここ
に来るとみんなで楽しく運動ができる」とさわやかな笑顔で話されま
した。

※スクールには、随時参加できます。詳しくは、「広報うんぜん４月号」ま
たは吾妻体育館 10957－38－3100までお問い合わせください。

みんなで楽しく運動不足解消！
シェイプアップスクール

７月12日に100歳を迎えられた神Eツ
ヨさん（瑞穂町）と同月25日に迎えら
れた松本フジノさん（南串山町）に、
市からの花束とお祝いが手渡されまし
た。お２人ともとてもお元気で、助役
や入所先の施設のみなさんなどから祝
福されると、笑顔で応えていました。
これからも健康的に長生きして、幸せ
に過ごされてください。

おめでとう100回目のバースディ
市内２人に100歳の祝い

↓７月12日に100歳になられた神Eツヨさん

国内外の若者がボランティアや労働を通して現地
の人々と国際交流を行う「国際ワークキャンプ」に
参加した国内外の大学生11人が、７月28日から８月
10日まで雲仙市へ滞在し、奉仕活動と交流活動を行
いました。
今回は、「日本の歴史と文化に学ぶ」をテーマに、

雲仙市伝統的建造物群保存地区である国見町神代小
路地区と日本の棚田百選である千々石町岳地区を訪
問。神代小路地区では地元住民とともに空き家の生
垣剪定や除草作業、岳地区では岳棚田プロジェクト
21や地元小学生とともに棚田見学や炭窯からの炭出
し作業などを体験しました。どちらも、炎天下での
きつい作業となりましたが、ともに汗を流し、心を
通わせた14日間となりました。

↓棚田の絶景をバックに、全員でピース

ともに学び・感じて、心ひとつに
国際ワークキャンプｉｎ雲仙市

↑首にタオルを巻いて…生垣剪定を頑張りました↑炭窯から炭を出し、袋詰め作業も行いました

↓７月25日に100歳になられた松本フジノさん
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千々石町の小学５・６年生と中学生が、７月14日
に千々石海岸の清掃を行いました。昨年までは、町
内の各小中学校が自主的に行っていましたが、今回
は町内すべての学校が合同で実施。約380人が約１
時間、海岸に打ち上げられたごみの清掃に汗を流し
ました。
また、この活動に伴い、環境学習の一環として市

が作成したアンケートを実施。子どもたちのふるさ
とに対する自然環境への強い意識がうかがえまし
た。なお、アンケートの結果は次のとおりです。

自分たちの海を自分たちの手で美しく
千々石海岸清掃・環境学習

↑打ち上げられたごみの量に驚きながら、一生懸命、清掃活動に取り組みました

【アンケート結果】
問１．これまでに千々石の浜辺に流れついたごみの掃除をしたことがありますか？

○ある……76％　　○ない……24％

問２．（問１で「ある」と答えた人）どのようなやりかたで掃除をしましたか？（複数回答可）
○学校の行事で……66％　　○地区の人や親と一緒に……18％　　○その他……16％

問３．浜辺のごみの中で一番多いと思うものは何ですか？
○木……84％　　○プラスティック・ビニール……8％　　○発砲スチロール……6％　　○その他……2％

問４．きれいになった浜辺をどう思いますか？また、浜辺のごみを減らすためには、どうすればいいと思いますか？
〈意見の中からいくつか紹介〉
「海にごみを捨てなければきれいになると思う。ずっときれいな浜であってほしい」、「ごみを捨てた人がい

たら注意する」、「ごみを拾ってきれいになったら気持ち良かった」、「きれいになった千々石の海へ、たくさん
の人に遊びに来てほしい」 など

↓説得力溢れる講演が観客の心に染み入りました

雲仙市子どもの心を見つめる教育講演会「夜回り先生講演
会」が、８月２日に南串山町ハマユリックスホールで行われ、
市内の中学生やその保護者約800人が集まりました。
講師は、深夜の繁華街のパトロールを通して多くの若者と

ふれあい、彼らの非行防止と更正に取り組んでいる「夜回り
先生」の呼び名で有名な水谷修先生。「追いつめられるこど
もたち」と題し、保護者や教師といった大人と子ども、それ
を取り巻く社会のあり方などを約２時間にわたり話され、観
客個々が自分と真剣に向き合い、考える時間となりました。

自分と向き合い、子どもと向き合う
雲仙市子どもの心を見つめる教育講演会
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文化庁の「本物の舞台芸術体験事業」の一環とし
て、劇団わらび座によるミュージカル「銀河鉄道の
夜」が、８月４日に南串山町のハマユリックスホー
ルで行われました。この事業は、子どもたちに優れ
た舞台芸術を鑑賞する機会を提供するために行わ
れ、今回は、市内の中学１年生を招待。劇団員の迫
力ある演技に圧倒されていました。

本物の舞台芸術に魅了

劇団わらび座ミュージカル
「銀河鉄道の夜」

雲仙市民大学講座「絵画教室」が、千々石町公民
館で６月から８月まで８回にわたり行われました。
講師は、県美術協会会長で県展副会長でもある吾妻
町の西本親雄先生。人物や花、果物などを題材に、
20人の参加者がそれぞれの感性で仕上げ、「西本先
生に直々に教えていただき、貴重な体験ができて良
かった」と満足そうに話されました。

感性を１枚の絵に込めて
雲仙市民大学講座「絵画教室」

↓丁寧に仕上げた絵画は一生の宝物です

↓一般を含む660人の観客が本物の舞台芸術に魅了されました

８月の全国一斉「食品衛生月間」に伴い、期間中、
市内の食品衛生協会各支部で、さまざまな行事が行
われました。長崎県食品衛生協会島原支部（酒井孝
一支部長）も市民への食品衛生思想の普及と啓発、
食品の安全性に関する情報を提供するため、８月２
日に「食品衛生月間パレード」を実施。広報車で、
市民に食品衛生の自主的管理を呼びかけました。

安全は自主的衛生管理で
食品衛生月間パレード

↓市役所にも巡回し、食品衛生管理の重要性を説明しました

夏の風物詩といえば…花火！その花火を題材にし
た夏休みこどもおりがみ教室が、７月31日と８月１
日に千々石町公民館で行われ、24人が参加しました。
こどもたちは、色とりどりのおりがみを使って真っ
黒な画用紙にきれいな花火を豪快に打ち上げ、みん
な、自分だけの手作り花火に大きな瞳を輝かせてい
ました。

オリジナルの花火をおりがみで
夏休みこどもおりがみ教室

↓本物と負けないくらいきれいな花火ができました

まちのわだい
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②
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。

日
時

９
月
11
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

瑞
穂
町
公
民
館

雲
仙
警
察
署
　
警
務
課

1
0
9
5
7
（
75
）
0
1
1
0

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が

上
陸
地
の
税
関
や
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
の
返
還

を
行
っ
て
い
ま
す
。
返
還
は
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
も
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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部
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8
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自
動
車
損
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償
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制
保
険
で
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年
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約
１
１
８
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も
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通
事
故

被
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者
に
支
払
わ
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て
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ま
す
。

す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
加

入
が
義
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づ
け
ら
れ
て
お
り
、
無

保
険
車
の
運
行
は
、
罰
則
の
対
象

に
も
な
り
ま
す
。
特
に
車
検
制
度

の
な
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バ
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動
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転
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は
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期
限
切
れ
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や
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か
け
忘
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だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
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州
運
輸
局
　
長

崎
運
輸
支
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輸
送
部
門

1
0
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（
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問
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合
わ
せ
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合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

人口

男

女

世帯数

51,159人

24,266人

26,893人

16,421世帯
7月末現在（住民基本台帳）

消
防
吏
員
採
用
試
験

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

ご
存
じ
で
す
か
？
自
賠
責
保
険

特別給付金などの特別給付金などの
巡回相談巡回相談

（長崎県社会福祉課）

旧軍人や軍属、準軍属およ
び遺族の皆さまに対する恩
給・年金、また、戦没者の妻
や父母に対する特別給付金な
どの巡回相談を行いますので、
お気軽にご相談ください。

日　時
９月14日（木）
午前11時～午後４時

場　所
小浜老人福祉センター

問い合わせ
雲仙市福祉事務所　福祉課　
市民福祉班
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事
故
な
ど
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亡
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な
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れ
た
身
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分
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な
い
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の
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族
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す
活
動
を
県
下
一
斉
に
行
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
人
に
お
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当
た
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の

あ
る
方
は
、
ご
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談
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だ
さ
い
。

●
思
い
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ん
で
家
出
し
た
人

●
長
い
間
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が
な
い
人

●
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や
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の
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「
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ど
を
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い
ま
す
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今
月
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次
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程
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す
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で
、
気
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。
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時
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）
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30
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〜
３
時
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所
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所
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た
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の
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の
根
っ
こ
を
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」が
開
催
さ
れ
ま
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時
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（
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５
時
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所

長
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大
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教
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ン
パ
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容
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※
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せ
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い
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せ

問
い
合
わ
せ

●納期限は、10月2日（月）です。

９月は の納入月です。国民健康保険税（３期）

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

身
元
不
明
者
捜
索
強
化
月
間

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

コ
コ
ロ
ね
っ
こ
広
場
へ
行
こ
う

身体障害者巡回相談
長崎身体障害者更正相談所による

巡回相談が次のとおり行われます。
お気軽にご相談ください。

日時 10月７日（土）
午前10時30分～午後３時
（受付：午前10時～午後２時）

場所 千々石保健センター

相談内容
●身体障害者手帳の申請・等級変更
などの診断
●補装具交付のための判定
●整形外科・耳鼻咽喉科に関係する
身体障害者の医学的リハビリテー
ションの相談

問い合わせ
●長崎身体障害者更正相談所
1095（846）8905
●雲仙市福祉事務所
福祉課　障害福祉班

万が一、食中毒や熱中症が疑われたら、重症化を
防ぐため、一刻も早く医師の診断を受けましょう

油断大敵！９月だけど…まだまだ気を付けて

食中毒＆熱中症にご注意を
◆三原則を守って、防ごう「食中毒」
細菌性食中毒は、食品中に食中毒を起こす細菌が
いないか、いても食中毒を起こす量まで増えてい
なければ発生しません。食中毒予防の三原則「食
中毒菌を①つけない②増やさない③退治する」に
基づき、次のような基本的な衛生習慣を守りまし
ょう。
ポイント①「つけない」
手や調理器具をしっかりと洗い、食品は包んで保
存しましょう
ポイント②「増やさない」
買ってきた食品が冷蔵や冷凍の必要なものなら、
すぐに冷蔵庫に入れましょう。また、温度管理に
気をつけ、食品は早めに食べましょう
ポイント③「退治する」
ほとんどの菌やウイルスは熱に弱いので、食品内
部まで十分に加熱し、菌を殺しましょう。また、
調理器具も定期的に漂白剤などで消毒しましょう

◆日常生活から心がけて、防ごう「熱中症」
厳しい暑さのせいか、今年も重症の熱中症のため、
救急車で搬送される人が増えています。県内にお
ける救急搬送件数は、７月末現在で143件でした。
熱中症は、死に至る可能性のある病態ですが、予
防法を知っていれば防ぐことができます。日ごろ
から、次のようなことに心がけましょう。
ポイント①「暑さを避ける」
屋外では、日陰を選んで歩くように心がけ、帽子
をかぶったり、日傘をさしたりするなど、服装に
も工夫しましょう
ポイント②「こまめに水分補給を」
普段からこまめに水分をとり、たくさん汗をかい
たら、スポーツドリンクなどで塩分も補給しまし
ょう
ポイント③「体調管理」
急に暑くなった日や湿度が高いとき、風がないと
きは要注意です。少しでも症状がある場合は、ま
ず涼しい場所へ移動し、太い血管のある脇の下や
首、足の付け根などを冷やしましょう

問い合わせ
県南保健所　10957（62）3287
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県
お
よ
び
（
社
）
長
崎
県
雇
用

支
援
協
会
で
は
、
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
と
安
定
を
図
る
た
め
、
次

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
障
害
者

の
雇
用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
障
害
者
雇
用
促
進
の
つ
ど
い

日
時

９
月
７
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル

・
県
産
業
労
働
部
　
雇
用
労
政
課

1
0
9
5
（
8
9
5
）
2
7
1
4

・
（
社
）
長
崎
県
雇
用
支
援
協
会

1
0
9
5
（
8
2
2
）
5
3
5
9

◆
障
害
者
就
職
面
接
会

日
時

９
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎

長
崎
労
働
局
　
職
業
対
策
課

1
0
9
5
（
8
0
1
）
0
0
4
2

県
産
業
労
働
部
　
雇
用
労
政
課

1
0
9
5
（
8
9
5
）
2
7
1
4

県
民
か
ら
公
募
し
た
美
術
作
品

展
「
第
51
回
長
崎
県
美
術
展
覧
会

公
募
展
（
県
展
）」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
長
崎
会
場
（
長
崎
県
美
術
館
）

会
期

９
月
16
日
〜
30
日

（
９
月
25
日
（
月
）
は
休
館
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

入
場
料

一
般
５
０
０
円
、
70
歳

以
上
４
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０

円
（
小
中
学
生
は
無
料
）

◆
諫
早
会
場
（
諫
早
文
化
会
館
）

会
期

10
月
19
日
〜
29
日

（
10
月
23
日
（
月
）
は
休
館
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

入
場
料

一
般
２
５
０
円
、
70
歳

以
上
２
０
０
円
、
高
校
生
１
５
０

円
（
小
中
学
生
は
無
料
）

※
こ
の
ほ
か
佐
世
保
会
場
も
あ
り

県
展
事
務
局
（
長
崎
県
美
術
館
内
）

1
0
9
5
（
8
2
5
）
6
0
5
8

県
で
は
、
県
立
学
校
の
も
つ
施

設
を
広
く
解
放
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い

る
人
は
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
楽
し
い
手
芸
教
室

講
師
に
な
ら
っ
て
、
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
や
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

実
施
日

９
月
28
日
（
木
）

（
９
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
に
10

日
間
開
催
予
定
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

県
立
諫
早
東
高
等
学
校

定
員

25
人

申
込
期
間

９
月
12
日
〜
20
日

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
材
料

費
１
回
５
０
０
円
）

県
立
諫
早
東
高
等
学
校

1
0
9
5
7
（
36
）
1
0
1
0

９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で

の
１
カ
月
間
は
、「
秋
の
農
作
業
安

全
運
動
月
間
」
で
す
。
秋
の
農
繁

期
を
迎
え
、
農
業
機
械
を
使
用
す

る
頻
度
が
増
え
て
く
る
と
、
農
作

業
事
故
発
生
の
危
険
性
も
高
ま
り

ま
す
。
事
故
は
、
機
械
か
ら
の
転

倒
や
転
落
が
多
く
、
特
に
60
歳
以

上
の
方
の
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。

機
械
作
業
は
、
こ
ま
め
に
休
憩
を

と
り
な
が
ら
行
い
、
２
人
以
上
で

行
う
よ
う
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

長
崎
県
農
産
園
芸
課

1
0
9
5
（
8
9
5
）
2
9
4
1

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

月

火

水

木

金

土・日

小脳梗塞

肝臓がんの外科治療

はしかと予防接種

原田病

口臭

分娩時の大出血　その① 癒着胎盤 ☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会

障
害
者
雇
用
支
援
月
間

県
立
学
校
地
域
開
放
講
座

農
作
業
安
全
運
動
月
間

長
崎
県
美
術
展
覧
会
公
募
展

捨てれば「ゴミ」、集めれば「車いす」
リングプル回収にご協力を
吾妻中学校では、昨年度からボラン
ティア活動の一環として、「リングプ
ル再生ネットワーク」に登録し、空き
缶のリングプルを集める活動を行って
います。
リングプルは、660kg集めると、介

護式軽量タイプの車いす１台と交換で
きます。リングプル２個で約１gです
ので、道のりは長いですが、車いすと
交換できるように頑張っています。
現在、雲仙市役所１階ロビーや吾妻
郵便局など、吾妻町内の７カ所に手作
りの回収ボ
ックスを設
置していま
すので、皆
さまのご協
力をお願い
します。

問い合わせ
市立吾妻中学校　10957（38）3127

←このボックスに
入れてネ！

精神障害者福祉手帳を
お持ちの方へ
九州商船の

運賃割引が受けられます
精神障害者福祉手帳をお持ちの
方は、九州商船㈱のカーフェリー
やジェットフォイルの旅客運賃に
ついて、７月から半額免除を受け
られるようになりました。
免除を受けるには、本人確認が
必要となります。乗船の際に、顔
写真を貼付した精神障害者福祉手
帳をご提示ください。
ただし、免除の対象は、ご本人
のみで、車での乗船の場合は対象
となりませんので、あらかじめご
了承ください。

問い合わせ
●九州商船（株）本社
1095（822）9153
●雲仙市福祉事務所
福祉課　障害福祉班



●広報うんぜん
平成18年９月27

９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
島
原

南
高
獣
医
師
会
で
は
、
動
物
の
適

正
な
飼
い
方
に
つ
い
て
関
心
と
理

解
を
深
め
る
た
め
、
次
の
行
事
を

行
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
23
日
（
土
）
午
後
３

時
〜
午
後
５
時
（
小
雨
決
行
）

場
所

県
南
保
健
所
駐
車
場

内
容

愛
犬
家
・
老
齢
犬
の
表
彰
、

子
犬
の
養
子
縁
組
、
動
物
の
健
康

相
談
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動
物
園

島
原
南
高
獣
医
師
会
事
務
局

1
0
9
5
7
（
68
）
1
1
7
7

（
財
）
日
本
和
紙
ち
ぎ
り
絵
協

会
賛
同
会
員
や
そ
の
生
徒
の
作
品

約
60
点
が
展
示
さ
れ
る
「
和
紙
ち

ぎ
り
絵
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
、
ち
ぎ
り
絵
が
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
11
日
〜
19
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

※
ち
ぎ
り
絵
体
験
は
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所

ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
ピ
ア
雲
仙

小
浜
３
階
ロ
ビ
ー

ウ
ェ
ル
ハ
ー
ト
ピ
ア
雲
仙
小
浜

1
0
9
5
7
（
74
）
3
1
8
8

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
（
第

１
類
〜
６
類
）、
丙
種

受
験
対
象

一
般
・
高
校
生

試
験
日

11
月
23
日
（
祝
）

試
験
会
場

長
崎
総
合
科
学
大
学
、

島
原
工
業
高
等
学
校
、
諫
早
農
業

高
等
学
校
の
ほ
か
県
内
８
会
場

申
込
期
間

９
月
21
日
〜
10
月
５
日

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

長
崎
県
支
部

1
0
9
5
（
8
2
2
）
0
0
3
7

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
で

は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
託
を

受
け
、
調
理
技
術
審
査
・
技
能
検

定
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
理
区
分

日
本
料
理
・
西
洋
料

理
・
麺
料
理

実
技
試
験

19
年
１
月
13
日
〜
２

月
23
日

学
科
試
験

19
年
１
月
14
日
（
日
）

受
付
期
間

９
月
11
日
〜
10
月
10
日

（
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

1
0
3
（
3
6
6
7
）
1
8
6
7

諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
次
の
日
程
で
無
料
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
１
日
（
日
）

午
後

２
時
〜
４
時
30
分

場
所

長
崎
県
立
諫
早
技
能
会
館

ま
た
、
10
月
13
日
ま
で
、
平
成

18
年
度
後
期
の
生
徒
募
集
も
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

諫
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校

1
0
9
5
7
（
22
）
0
0
3
6

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

休
日
在
宅

当
番
医
＋☆変更される場合がありますので、

　電話連絡後、受診してください。

3 日

10日

17日

18日

23日

24日

よ こ た 医 院
馬 場 医 院
長 田 医 院
副 島 内 科 ク リ ニ ック
永 吉 医 院
公 立 新 小 浜 病 院
安 藤 病 院
公 立 新 小 浜 病 院
有 明 保 養 院
く さ の 循 環 器 内 科
愛 野 記 念 病 院
松 島 外 科

0957（77）2000
0957（73）3666
0957（77）3622
0957（74）3700
0957（38）2015
0957（74）2211
0957（38）2152
0957（74）2211
0957（36）0153
0957（37）6050
0957（36）0015
0957（74）4388

瑞 穂 町
小 浜 町
瑞 穂 町
小 浜 町
吾 妻 町
小 浜 町
吾 妻 町
小 浜 町
愛 野 町
千々石町
愛 野 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

動
物
愛
護
週
間

第
６
回
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

専
門
調
理
師
等
国
家
試
験

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
体
験
教
室

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

お詫びと訂正
広報８月号に誤りがありました。深くおわび

し、訂正します。申し訳ありませんでした。

●14ページ：移動市長室　意見交換会本文
（誤）華房ポテト　→　（正）菓房ポテト
●15ページ：移動市長室　意見交換会参加者
（誤）大島智歌子　→　（正）大島知歌子
●17ページ：雲仙市自治会連合会　副会長
（誤）田原輝男　　→　（正）田原輝雄

市役所　秘書広報課

10月１日、平成18年事業所・企業統計調
査が全国一斉に行われます。調査の結果
は、国、都道府県、市区町村がこれから
の地域開発や都市計画など私たちの生活
をより良くするために必要な基礎資料と
なります。９月下旬から調査員が各事業
所へ調査票をお届けいたしますので、必
ずお受け取りになり、もれなくご記入く
ださい。調査票を配布・回収する調査員
は、「調査員証」を携行していますので、
安心してご協力をお願いします。
　事業所・企業統計調査に関してはパソ
コンと携帯電話による総務省のホームペ
ージでも閲覧することができます。

平成18年平成18年
事業所・企業統計調査事業所・企業統計調査

問い合わせ
市役所　情報統計課　統計班

総務省・長崎県・雲仙市

－あなたの事業所も対象です－

総 務 省 統 計 局 （ パ ソ コ ン ）
http://www.stat.go.jp/data/jigyou/index.htm
モ バ イ ル 携 帯 専 用 サ イ ト
http://www.toukeichousa.com/

事業所・企業統計調査は統計法に基づ
く指定統計調査です。必ず回答してい
ただきますようお願いします。

10月1日
平成18年
事業所・企業統計調査



 放水始め
　第28回長崎県消防ポンプ操法大会が、８月６日に大村市の長崎県
消防学校で行われ、雲仙市を代表して国見支団が出場しました。こ
の大会は、消防技術と士気の高揚を図り、消防活動の進歩・充実に
寄与することを目的に、長崎県消防協会と県が共催し、隔年行われ
ています。国見支団は、県下から13チームが参加した「小型ポンプ
操法の部」に出場。惜しくも上位入賞は逃しましたが、日々の練習
の成果を十分に発揮した見事な操法を披露しました。この大会で培
ったことを今後の消防活動に生かしてくれることと思います。

↓実践さながらに火点（標的）に向かって放水！

↓素早く正確に！　息の合った吸管操作

▼
今
月
号
の
表
紙
に
も
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

や
さ
し
い
お
母
さ
ん
の
腕
の
中
で
、

つ
ぶ
ら
な
瞳
を
輝
か
せ
、一
生
懸
命

に
絵
本
を
見
つ
め
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
そ
の
瞳
の
奥
に
は
、無
限

の
未
来
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
▼
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
つ
め
る
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
、そ
し
て
赤
ち

ゃ
ん
の
成
長
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
の
視
線

に
は
、あ
り
っ
た
け
の
愛
情
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
周
り
の
人
た
ち
が
互
い
に
心

を
通
わ
す
手
助
け
と
し
て
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
▼
そ
し
て
彼
ら
は
、こ
れ
か
ら
数
多
く

の
本
に
出
会
い
、自
ら
の
感
性
を
磨
き
、人
間
性

を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
の「
広
報

う
ん
ぜ
ん
」
も
彼
ら
に
読
ん
で
も
ら
え
る（
そ
の
こ

ろ
に
は
、私
は
携
わ
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

…
）よ
う
に
、努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▼
毎
月
の
こ
と
な
が
ら
頭
を
抱
え
る
広
報
紙
編

集
。「
も
う
昼
!?
」「
も
う
夜
!?
」
と
の
会
話
を

○
さ
ん
と
一
週
間
以
上
繰
り
返
し
、「
で
き
た
〜

!!
」
と
は
し
ゃ
い
だ
の
も
束
の
間
…
「
編
集
後
記

も
忘
れ
ん
で
ね
。お
い
は
、編
集
し
と
ら
ん
し
、し

ば
ら
く
は
書
け
ん
と
や
っ
け
ん
」
と
、係
長
ダ
メ
押

し
の
一
言
。
忘
れ
て
た
よ
〜
▼
私
事
な
が
ら
、今
月

号
を
も
っ
て
、し
ば
ら
く
編
集
か
ら
離
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、毎
月
広

報
紙
に
関
す
る
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
し
ば
ら
く
は
、

私
も
一
読
者
と
し
て
、皆
さ
ま
の
目
線
か
ら
広
報

紙
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、9

月
は
私
の
誕
生
月
で
も
あ
り
、ま
た
、私
の
大
き

な
お
腹
が
元
に
戻
る（
予
定
の
）月
で
も
あ
り
ま

す
。そ
の
瞬
間
を
ま
だ
か
、ま
だ
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
待

ち
な
が
ら
、二
十
数
年
前
、私
の
母
も

こ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
な
…
と
、一

人
で
ニ
ヤ
け
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

也


